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選挙が告示されると選挙運動が始ま
ります。誰に投票するかは、候補者の情
報をしっかり集めて決めたいですよね。
今回は、次の統一地方選挙から、新

たに認められる選挙運動の方法をお伝
えします。

選挙管理委員会
（☎354－8269　FAX359－0286）

問い合わせ先

HP�https://yokkaichi-city-
senkyo.com

統一地方選挙キャッチコピー ⇒『投票しよう　明
あ

日
す

につながる　わたしの一票』

「ツナガル」市民協働
このコーナーでは、市民協働を身
近に感じていただくため、「四日市を
良いまちにしたい！」という目標に
向かって、本市が取り組んでいる「ツ
ナガル」実例を、11回にわたって紹
介してきました。
人口減少が進む中、地域課題はより

一層多様化しています。「市民協働」
は、まちづくりに欠かせない手法で
あり、これまでもさまざまな取り組
みを通じて周知を行ってきました。

　

いろいろな「ツナガル」
プロボノ１DAYチャレンジでは、
市民活動団体と企業人が、なやプラ
ザ市民協働まつりでは、市民活動団
体同士が「ツナガル」事例を紹介し
ました。市内各所で動き始めている
こうした市民協働で「ツナガル」事
例には、特定のパターンや決まりは
ありません。お互いの強みや役割を
確認し合い、できることから始めて
いくことが大切です。

「ツナガルよっかいち」
本市では、市民協働の実践への入
口として、ＮＰＯ、ボランティア団体
などの情報発信や、同じ課題や目的

を持った仲間探しに活用できるポー
タルサイト「ツナガルよっかいち」
を運営しています。

今後もこのサイトをはじめ、複数
のチャンネルから、たくさんの「ツ
ナガル」を生み出すための工夫を行
っていきます。

→ →

市民活動で取り組まれている事業にスポットを当て、さまざまな主体
が「ツナガル」（連携する）実例を紹介します。

 第11回 

市民協働安全課
（☎354－8179　FAX354－8316）

問い合わせ先

ポータルサイト「ツナガルよっかいち」

選挙運動用ビラの解禁
地方選挙での選挙運動用ビラの使用は、これ
までは知事と市長村長の選挙でのみ認められて
いました。しかし、「候補者の政策などを有権者が
知る機会を拡充すること」を目的に公職選挙法の一部
が改正され、今回の統一地方選挙から、都道府県議会
議員と市議会議員の選挙でも使用できることになりました。

候補者の情報を知る他の方法は？
このほか、候補者の政見などを知る方法として、街頭演説や個人
演説会で話を聞いたり、候補者のホームページを見たりする方法が
あります。また、候補者の情報が掲載された選挙公報は、市内の各
戸に配布されるほか、選挙管理委員会のホームページにも掲載する
予定です。
４月の統一地方選挙では、しっかり情報を集めて、あなたの貴重
な一票を投票してください。
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